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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月17日(2021.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　力検出器を備えるロボットの作業の制御プログラムを作成するロボット制御装置であっ
て、
　力制御動作を含む作業の動作フローを作成するための動作フロー作成領域を含む入力画
面を表示装置に表示させる表示制御部と、
　作成された動作フローを制御プログラムに変換する変換部と、
　前記制御プログラムを実行して前記ロボットを制御する制御実行部と、
を備え、
　前記表示制御部は、前記制御実行部によって前記制御プログラムが実行された後に、前
記ロボットの動作が予め設定した所定の動作でない場合に、前記予め設定した所定の動作
を実現するための対策案を提示する画面を前記表示装置に表示させる、ロボット制御装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載のロボット制御装置であって、
　前記表示制御部は、前記制御プログラムの実行結果から前記予め設定した所定の動作で
はないことを示す項目を表示させ、前記画面を前記表示装置に表示させる、ロボット制御
装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のロボット制御装置であって、
　前記対策案は、前記力制御動作を特定する複数のパラメーターのうち、前記項目に関連
するパラメーターを含む、ロボット制御装置。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載のロボット制御装置であって、
　前記表示制御部は、前記項目が表示された場合に、前記画面に前記パラメーターの現在
設定値と推奨設定値とを表示させる、ロボット制御装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のロボット制御装置であって、
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　前記表示制御部は、前記画面に、前記パラメーターの前記推奨設定値から算出した第１
特性値を表示させる、ロボット制御装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のロボット制御装置であって、
　前記表示制御部は、前記画面に、前記力制御動作の目標値を入力する目標値フィールド
に前記目標値が入力されると、前記目標値と前記パラメーターの前記推奨設定値から算出
した第２特性値を表示させる、ロボット制御装置。
【請求項７】
　請求項４～６のいずれか一項に記載のロボット制御装置であって、
　前記表示制御部は、前記画面に、前記パラメーターの新規設定値を入力する設定値フィ
ールドを表示させる、ロボット制御装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のロボット制御装置であって、
　前記表示制御部は、前記設定値フィールドに入力された前記新規設定値を用いて前記制
御実行部によって前記制御プログラムが実行された後に、前記ロボットの動作が前記予め
設定した所定の動作である場合、前記制御プログラムの実行結果を提示する画面を前記表
示装置に表示させる、ロボット制御装置。
【請求項９】
　請求項４～８のいずれか一項に記載のロボット制御装置であって、
　前記表示制御部は、前記パラメーターの設定値の履歴を表示させ、前記履歴から前記パ
ラメーターの過去の設定値を選択可能な形態で前記画面を表示させる、ロボット制御装置
。
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